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【研究の背景・目的】

脳の中では情報は神経細胞のスパイクによって伝

達され、このスパイクが時空間的に組織化されること

で脳は計算をし、記憶を実現しています。この組織的

な活動はリズミカルな神経振動(oscillation)と呼ばれ、

脳内で神経細胞同士がコミュニケーションをとるた

めの普遍的なメカニズムです。本研究で私達は、記憶

をコントロール・解読した近年の研究をさらに発展さ

せ、海馬と皮質の神経回路において記憶に必要な情報

が神経振動によってどのように組織化されるのか、ま

た脳の機能不全や神経疾患によって時空間的に組織

化された情報伝達がどのように変化するのかを調べ

ます。具体的には、光遺伝学と in vivo 電気生理学お

よび計算解析技術を駆使して、以下の普遍的な問いに

取り組みます。  

- 無数にある神経細胞の中から記憶を保存する神経

細胞がどのように選ばれるのか？

- 選ばれた神経細胞はどのように接続し合っている

のか？またそれは時間や経験とともにどのように変

化するのか？

- 記憶の固定や想起に、これらの神経細胞はどう関わ

るのか？

- 神経細胞の同調的な活動を人工的に起こすことで、

加齢や疾患による記憶障害を治療することが出来る

か？
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【研究の方法】

私達は近年、専門である電気生理学と記憶エング

ラムの標識という最初期遺伝子および光遺伝学を駆

使した最新の技術を組み合わせて、任意の記憶の記

銘に関わった神経細胞を標識、同定、操作しました

（図１）。この技術を発展させ、海馬や皮質の複数部

位から神経活動を同時記録し、記憶の固定および想

起時の脳領域間相互作用を解析します。さらに記憶

に関わる神経細胞に見られる生理学的特質を同定す

ることで、光遺伝学的操作無しでも生理学的な活動

データのみから記憶の痕跡を同定するアルゴリズム

を開発します。この取り組みから、生理学的な性質

に基づいて記憶の年齢や質を評価するモデルを生成

し（図２）、 神経疾患患者の脳において神経活動の

時空間的な組織化がどのように記憶能力の改善に繋

がるのか、そのメカニズムのより深い理解をもたら

すことが期待されます。
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【期待される成果と意義】

本研究計画は、任意の記憶の記銘・固定・想起にお

ける情報（スパイク）と神経振動それぞれの役割を明

らかにするものであり、まさにそうしたアプローチを

専門とする私達は本研究を遂行する上で最も適した

チームであると言えます。本研究成果は、神経動態の

異常により引き起こされる様々な神経疾患の治療へ

と繋がることが期待されます。
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